
河野十全の人間読本⑥ 

「肉体を主として生きる ―精神と心の違いを知る―」 
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本書では、肉体を主として生きてい

くことが、人間の本来の生き方であ

る、ということをまとめました。 

何よりも、体で実践していくこと

が、結果を生んでいきます。心で生

きるのではなく、肉体から生まれる

精神で生きることの大切さをお伝

えしています。 
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※市販はされていませんので、ご希

望の方は、「真理生活研究所・人間

社」まで、ご連絡ください。 

 


